
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第２１号 

令和 6年２月 15日 

府中市立 

府中第八中学校 
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府
中
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四
谷
一
丁
目
二
八
二
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電
話 

〇
四
二(

三
六
四)

一
八
八
一 

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
感
染
症

が
流
行
中
で
す
！

手
洗
い
、
う
が
い
な

ど
の
感
染
防
止
の

取
組
を
つ
づ
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

１ 

〒182-0035 

八
中
だ
よ
り 

令和 5年度体罰防止スローガン『～生徒が主役～ 教師は生徒の伴走者』 

‘ 

学びと 
思いやり 

『
知
好
楽
と
内
発
的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』 

校
長 

髙
汐 

康
浩 

 

少
し
前
に
、
増
田
明
美
さ
ん
の
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
っ
た
。
増
田
さ
ん
は
、

元
女
子
マ
ラ
ソ
ン
・
陸
上
競
技
長
距
離
走
の
選
手
と
し
て
大
活
躍
を
し
た
方
だ
。

最
近
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
の
出
演
等
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
で
皆
さ

ん
も
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
は
大
学
教
授
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
解
説
者
、
タ
レ
ン
ト
、

ナ
レ
ー
タ
ー
な
ど
で
活
動
中
だ
。
中
学
生
が
関
係
す
る
と
こ
ろ
で
い
え
ば
コ
ロ
ナ

前
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
中
学
生
「
東
京
駅
伝
」
大
会
の
解
説
者
と
し
て
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
解
説
が
印
象
的
だ
っ
た
。
増
田
さ
ん
の
選
手
時
代
の
こ
と
に
つ
い
て

少
し
触
れ
た
い
。
選
手
と
し
て
、
数
々
の
輝
か
し
い
記
録
を
残
し
て
い
る
。
長
距

離
種
目
で
は
次
々
に
日
本
記
録
を
樹
立
し
た
。
一
九
九
二
年
に
引
退
す
る
ま
で

に
、
一
九
八
四
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
、
日
本
最
高
記
録
を

一
二
回
、
世
界
最
高
記
録
を
二
回
更
新
す
る
な
ど
の
実
績
を
残
し
た
。
私
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ひ
よ
っ
こ
」
の
語
り
を
さ
れ
た
増
田
さ
ん
を
思
い
出
す
。 

 

今
回
の
話
の
タ
イ
ト
ル
の
『
知
好
楽
』
は
、
増
田
さ
ん
が
座
右
の
銘
と
し
て
い

る
言
葉
だ
。『
知
好
楽
』
と
は
孔
子
（
大
昔
の
中
国
の
哲
学
者
）
と
そ
の
弟
子
た
ち

が
残
し
た
言
葉
で
あ
る
「
論
語
」
の
一
節
に
あ
る
。
本
文
に
は
、 

「
子
曰
、
知
之
者
不
如
好
之
者
、
好
之
者
不
如
楽
之
者
」 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
漢
文
の
書
き
下
し
文
「
子
（
孔
子
の
こ
と
）
曰
（
い
わ
）
く
、

こ
れ
を
知
る
者
は
こ
れ
を
好
む
者
に
如
（
し
）
か
ず
（
※
）
。
こ
れ
を
好
む
者
は
こ

れ
を
楽
し
む
者
に
如
か
ず
。
」
を
読
む
と
な
ん
と
な
く
意
味
を
理
解
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。（
※
如
か
ず
…
か
な
わ
な
い
、
お
よ
ば
な
い
と
い
う
意
味
）
も
う
少
し

分
か
り
や
す
く
解
説
す
れ
ば
、
日
頃
の
学
習
で
、「
そ
の
知
識
を
知
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
勉
強
を
好
き
な
人
間
に
は
及
ば
な
い
。
勉
強
を
好
き
な
人
間
は
勉
強

を
楽
し
ん
で
い
る
人
間
に
は
及
ば
な
い
。」
と
い
う
よ
う
な
意
味
だ
。 

 

こ
の
こ
と
に
関
し
て
紹
介
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
三
年
生
の
教
室
に
掲
示
さ
れ

て
い
る
あ
る
生
徒
の
『
学
習
目
標
』
だ
。
そ
の
生
徒
の
目
標
は
、「
ま
じ
め
に
楽
し 

く
勉
強
す
る
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
学
生
に
と
っ
て
勉
強
は
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
受
験
勉
強
」
と
い
う
と
苦
し
い
も
の
、
つ
ら
い
こ
と
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
受
験
勉
強
を
通
し
て
勉
強
す
る
楽
し
さ
を

発
見
し
た
な
ら
、
そ
の
生
徒
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
で
あ
り
、
大
き
な
進
歩
で

あ
る
。
ま
さ
に
学
び
に
向
か
う
力
の
獲
得
で
あ
る
。 

も
う
一
点
は
、
ず
い
ぶ
ん
前
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
田
舎
町
を
訪
れ
た
と
き
の
話
だ
。

屋
台
の
よ
う
な
店
で
買
い
物
を
し
て
い
た
と
き
に
、
中
学
生
ぐ
ら
い
の
少
年
に
「
こ

ん
に
ち
は
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
そ
の
言
葉
は
日
本
語
だ
っ
た
の
で
初
め
は
違

和
感
な
く
あ
い
さ
つ
を
返
し
た
が
、
直
後
に
「
な
ぜ
」
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本

人
の
少
年
か
、
と
思
い
「
日
本
人
で
す
か
？
」
と
尋
ね
た
ら
、「
い
い
え
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
で
す
。」
と
い
う
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
と
会
話
を
す
る

中
で
わ
か
っ
た
こ
と
が
、
小
さ
い
頃
か
ら
日
本
が
大
好
き
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

日
本
の
こ
と
を
調
べ
な
が
ら
、
同
じ
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
独
学
で
日

本
語
を
マ
ス
タ
ー
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
少
年
の
話
す
日
本
語
は
と

て
も
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
あ
り
、
独
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
そ
の
少
年
に
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
日
本
の
五
十
円
玉
（
日
本
以
外
の
国
で

は
穴
の
開
い
た
コ
イ
ン
は
珍
し
い
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ら
大
喜
び
を
し
て
い
た
。 

こ
の
二
点
の
こ
と
に
共
通
す
る
こ
と
が
『
内
発
的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
の
現
れ

だ
。
心
の
奥
底
か
ら
湧
き
出
る
新
鮮
な
「
や
る
気
」
と
で
も
表
現
し
た
ら
よ
い
の

か
、
言
葉
で
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
勉
強
を
す
る
に
し
て
も
、
仕
事
を
す
る
に
し

て
も
、
外
的
誘
因
、
つ
ま
り
「
や
ら
さ
れ
て
い
る
感
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
は
多
く
あ

る
。
世
界
で
大
活
躍
し
た
増
田
さ
ん
も
現
役
時
代
に
は
ス
ラ
ン
プ
に
ず
い
ぶ
ん
苦

し
ん
だ
。
法
政
大
学
の
学
生
時
代
は
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ま
わ
り
の
落
ち
葉
の

積
も
っ
た
山
道
を
一
人
で
走
っ
て
い
る
と
き
に
自
然
と
涙
が
出
て
き
て
、
涙
が
止

ま
ら
な
く
な
っ
た
。
ス
ラ
ン
プ
の
苦
し
み
の
現
れ
だ
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
陸
上
競

技
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
子
供
の
頃
か
ら
の
経
験
な

ど
を
振
り
返
り
、
再
び
「
や
る
気
」
を
取
り
戻
し
た
の
だ
。
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
と
お
し
て
『
知
好
楽
』
を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



中
学
生
人
権
作
文 

コ
ン
テ
ス
ト
東
京
都 

大
会
へ
の
協
力
と
中 

学
生
の
人
権
思
想
の 

普
及
へ
の
貢
献
に
対
し

て
感
謝
状
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 
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〔敬称略〕 

令和 5年度体罰防止スローガン『～生徒が主役～ 教師は生徒の伴走者』 

★
☆
卓
球
部
★
☆ 

第
四
十
六
回
東
京
都
中
学
校
新
人
卓
球
大
会 

男
子
団
体 

第
二
位 

浅
倉 

陽
和
太 

和
田 

塔
矢 

嶺
川 

英
志 

石
川 

蓮
真 

岡
部 

翔
之
介 

松
平 

昌
大 

杉
浦 

陽
向 

岡
本 

悠
真 

東
京
都
北
多
摩
南
地
区
新
人
卓
球
大
会 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス 

 
第
一
位 

浅
倉 

陽
和
太 

第
五
位 

松
平 

昌
大 

第
五
位 

岡
部 

翔
之
介 

第
四
十
二
回
府
中
市
ジ
ュ
ニ
ア 

卓
球
大
会 

中
学
生
女
子 

 
 

優
勝 

 

藤
本 
ゆ
ず
な 

 

準
優
勝 

畔
上 

夏
実 

 

第
三
位 

利
根
川 

花
奈 

府
中
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
馬
場
大
門
の
ケ
ヤ
キ
並
木
」
は
、
令
和
六
年
に

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ケ
ヤ
キ
並
木
は
、

一
九
二
四
年
、
全
国
で
二
番
目
に
国
指
定
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ケ
ヤ
キ
並
木
と
し
て
天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
て
い
る
の
は
日
本
で
唯
一
で

あ
り
約
千
年
の
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

「
馬
場
大
門
」
は
、
都
立
農
業
高
等
学
校
の
前
か
ら
大
国
魂
神
社
前
交
差
点

ま
で
の
間
の
道
の
古
い
名
称
で
す
。
府
中
で
は
、
軍
馬
の
馬
市
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
府
中
の
馬
市
は
、
戦
国
か
ら
江
戸
時
代 

初
期
に
は
、
伝
統
を
も
っ
た
市
と
し
て
高
い
地
位 

に
あ
り
ま
し
た
。
関
ヶ
原
の
戦
い
・
大
坂
冬
の
陣 

・
夏
の
陣
に
は
多
く
の
馬
を
徳
川
方
の
陣
所
に
出 

さ
れ
活
躍
し
た
の
で
、
家
康
は
け
や
き
並
木
の
両 

側
に
東
馬
場
、
西
馬
場
の
二
つ
の
馬
場
を
寄
進
し 

て
い
ま
す
。
馬
市
は
、
駒
く
ら
べ
式
の
日
（
五
月 

三
日
）
か
ら
九
月
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

『武蔵府中郷土かるた』の画像の使
用については、府中市ふるさと文化
財課の許可をいただいています。 

◎９２％（前期比＋４ポイント）の生徒が、学習や生活に目標をもって取り組んでいます。そのうちの 
６０％（前期比＋２７ポイント）の生徒は「よく取り組んでいる」と回答しています。 

  「よく取り組んでいる」生徒の割合は、前期は３３％でしたが、後期は６０％に増えています。どの 
学年も肯定的回答が多くなりました。 

◎９４％（前期比＋１６ポイント）の生徒が、防災に関する学習に意欲的に取り組んでいます。そのうち 
の５５％（前期比＋２６ポイント）の生徒は「よく取り組んでいる」と回答しています。 

  意欲的に取り組んでいる生徒の割合が大幅に増えました。これからも、地域と連携した防災教育によ 
り、将来、主体的に地域の安全文化の構築に貢献できる生徒を育てていきます。 

◎９７％（前期比＋２ポイント）の生徒が、学級の活動、学校行事に進んで取り組んでいます。そのうち 
の６３％（前期比＋９ポイント）の生徒は「よく取り組んでいる」と回答しています。 

  ３年生の９９％の、２年生の９７％、１年生の９５％の生徒が肯定的回答をしています。上級生がよ 
い手本となっていることがわかります。 

△６９％（前期比－２８ポイント）の生徒が、交通ルール、社会のルール、学校生活の決まりを守ってい 
ます。 

  割合が大幅に減りましたが、生徒の皆さんの行動から、ルールに対しての意識の高まりはあると捉え 
ています。４月からは、すべての自転車利用者に乗車用ヘルメットの着用の努力義務が課されました。 
これも交通ルールのひとつです。 

◎９３％（前期比－４ポイント）の生徒が、友達などに思いやりの気持ちをもって接しています。そのう 
ちの６３％（前期比＋１３ポイント）の生徒は「よく接している」と回答しています。 

  どの学年も肯定的回答が９０％を超えています。全体的にやさしい心や思いやりの気持ちがしっか 
りと育っていることがわかります。 

◎９１％の生徒が、道徳の授業にしっかりと取り組んでいます。そのうちの４７％の生徒は「とてもよく 
よく取り組んでいる」と回答しています。 

どの学年も肯定的回答が９０％を超えています。豊かな心を着実に育む道徳科授業を行っています。 

 

 


